
むらの人口むらの人口  （平成 26 年 12 月 1 日現在）　（　）は前月比（平成 26 年 12 月 1 日現在）　（　）は前月比

 総数：9,270 人（-2）    男 : 4,510 人（-2）  女 : 4,760 人（ 総数：9,270 人（-2）    男 : 4,510 人（-2）  女 : 4,760 人（±±0）0）
  世帯数 : 3,345 世帯（世帯数 : 3,345 世帯（±±0）0）
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平
成
26
年
度
の
村
功
労
者
表
彰
の

表
彰
式
が
11
月
17
日
に
行
わ
れ
、
細

田
伊
佐
夫
さ
ん
（
町
３
）、
秋
山
泰

久
さ
ん
（
南
割
）
に
表
彰
状
と
銀
杯

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

細
田
伊
佐
夫
さ
ん

　

「
現
代
の
名
工
」
に
も
選
ば
れ
た

染
色
工
と
し
て
、
伝
統
技
術
の
伝
承

と
地
域
産
業
の
振
興
に
貢
献
。
そ
の

技
術
を
公
民
館
活
動
な
ど
で
も
、
村

の
み
な
さ
ん
に
伝
え
て
い
ま
す
。

秋
山
泰
久
さ
ん

　

み
や
だ
ワ
イ
ン
紫
輝
の
原
料
と
な

る
ヤ
マ
ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
の
栽
培
に
当

初
か
ら
関
わ
り
、
栽
培
技
術
の
確
立

や
、
村
の
振
興
に
貢
献
し
た
功
績
を

讃
え
ら
れ
て
の
表
彰
で
す
。

　

表
彰
式
で
村
長
か
ら
表
彰
状
を
受

け
取
っ
た
細
田
さ
ん
は
、「
自
分
の

仕
事
と
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
、

こ
ん
な
ふ
う
に
評
価
し
て
い
た
だ
き

感
謝
。
今
度
は
お
世
話
に
な
っ
た
宮

田
村
の
み
な
さ
ん
に
、
恩
返
し
が
で

き
れ
ば
」
と
、
秋
山
さ
ん
は
「
宮
田

村
の
山
ブ
ド
ウ
の
樹
は
よ
う
や
く
高

校
を
卒
業
す
る
く
ら
い
の
年
齢
で

で
、
こ
れ
か
ら
が
成
熟
期
。
み
な
さ

ん
の
力
で
末
永
く
育
て
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

問
み
ら
い
創
造
課
☎
８
５
‐
３
１
８
１

村長表彰を受けた細田さん㊧と秋山さん㊨

細田伊佐夫細田伊佐夫さん さん 秋山泰久秋山泰久さんさん

村長から表彰状を受け取る
細田伊佐夫さん
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ウォーミングアップの「ブラジル体操」で
体をほぐしている様子。

2広報 MIYADA

今冬の初雪が舞う朝、小学校の校庭に「冬
季体力づくりクラブ」に参加する児童が集
まりました。児童たちは風も強く寒い中全
力で走って汗をかき、最後には半袖になる
子も見られました。

平成26年度 平成26年度 村功労者表彰 村功労者表彰 にに

表彰式のあと仲間と談笑する
秋山泰久さん
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信州みやだワイン信州みやだワイン

店
舗
で
、
12
月
６
日
に
発
売
開

始
に
な
っ
た
紫
輝
２
０
１
４
を

１
本
２
８
０
０
円
（
７
２
０

ml
）
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
約
１
ヶ
月
間
の
開
催
だ
っ

た
の
で
す
が
、
好
評
に
つ
き
今

年
は
１
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
忘
新
年

会
シ
ー
ズ
ン
、
紫
輝
で
乾
杯
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

12
月
６
日
〜
１
月
31
日
ま
で

の
約
２
ヶ
月
間
、
宮
田
村
飲
食

店
組
合
と
宮
田
村
酒
商
組
合
に

ご
賛
同
い
た
だ
き
「
ワ
イ
ン
で

乾
杯
」
宣
言
月
間
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
宮
田
村
の
特
産
品
、

信
州
み
や
だ
ワ
イ
ン
「
紫
輝
」

を
さ
ら
に
広
め
、
村
と
飲
食
店

の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
よ
う
と

企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
中
は
、
ご
賛
同
い

た
だ
い
た
宮
田
飲
食
店
組
合
21

ワインカレンダー VOL. 83

問
産
業
振
興
推
進
室 

農
政
係

 

☎
８
５
‐
５
８
６
４

忘新年会は
ワインで乾杯！

●
賛
同
店

こ
ま
ゆ
き
荘
・
め
い
ぷ
る

花
か
ん
ざ
し
・
宮
田
観
光
ホ
テ
ル

萬
里
・
す
し
よ
し
・
純
酒
楽

東
海
流
・
チ
ェ
レ
ス
テ

ミ
ス
タ
ー
パ
ー
キ
ー
・
鳳

青
葉
・
信
山
荘
・
は
つ
ざ
き
亭

笑
福
・
佐
と
美
・
梵
・
富
寿
し

駒
雪
・
昭
栄
軒
・
一
心

※
上
の
「
の
ぼ
り
旗
」
が

　
　
　

 　
　

目
印
で
す

ふ
る
さ
と
大
使

ふ
る
さ
と
大
使  

にに

          

本
坊 

修 

さ
ん

ワ
イ
ン
ま
つ
り
開
催
！

　

紫
輝
２
０
１
４
の
お
披
露
目
、

ワ
イ
ン
ま
つ
り
が
、
約
４
５
０
人

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
で
軽
や
か
。
温
度
の

上
昇
と
と
も
に
野
性
味
あ
ふ
れ
る

香
り
が
広
が
る
」と
醸
造
担
当
者
。

み
な
さ
ん
も
是
非
、
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。
今
夜
は
紫
輝
で
乾
杯
！

ワ
イ
ン
で
乾
杯
！

ワ
イ
ン
で
乾
杯
！

　

紫
輝
２
０
１
４

紫
輝
２
０
１
４

　

本
坊
酒
造
株
式
会
社
（
鹿
児
島
市
）
代
表
取
締

役
会
長
の
本
坊
修
さ
ん
（
70
）=

鹿
児
島
市=

が
、

宮
田
村
の
魅
力
を
全
国
へ
向
け
て
発
信
す
る
「
宮

田
村
ふ
る
さ
と
大
使
」
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

任
命
式
は
12
月
６
日
の
ワ
イ
ン
ま
つ
り
で
行
わ

れ
、
任
命
書
を
受
け
取
っ
た
本
坊
さ
ん
は
、「
宮

田
村
の
人
が
気
づ
い
て
い
な
い
、
こ
の
村
の
魅
力

を
全
国
へ
発
信
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
小
田

切
村
長
と
固
く
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

任命式で贈られた記念書とともに記念
撮影をする本坊会長㊨と小田切村長

会場いっぱいの参加者で大盛況だったワインまつり。乾杯のあと、さっそく“テイスティング”
したワインセミナー参加者は「年々美味しくなって、とっても飲みやすいです」。
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宮
田
中
３
年
生
が
『
こ
ど
も
議
会
』

宮
田
中
３
年
生
が
『
こ
ど
も
議
会
』

　

中
学
生
か
ら
の
提
言
は
、
▽
お
年
寄
り
を

支
援
す
る
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
も
っ
と

活
発
に
し
た
ら
▽
宮
田
村
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
ら
▽
村
の
中
心
部
に
人
を
呼
び
込

む
た
め
農
道-

駅-

国
道
を
つ
な
ぐ
道
を
整

備
し
た
ら
の
３
つ
。
村
側
の
答
え
に
対
し
て

再
質
問
が
飛
び
出
る
な
ど
、
本
物
の
議
会
一

般
質
問
の
よ
う
な
緊
張
し
た
や
り
と
り
が
続

き
ま
し
た
。
最
後
に
小
田
切
村
長
は
、「
村

の
宝
物
は
み
な
さ
ん
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち

で
す
」
と
貴
重
な
提
言
に
感
謝
を
表
し
ま
し

た
。

　

終
了
後
、一
様
に
「
め
っ
ち
ゃ
緊
張
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
た
中
学
生
で
し
た
が
、「
自

分
た
ち
の
提
言
を
真
剣
に
考
え
答
え
て
く
れ

た
」
と
満
足
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
。

本物の村議会さながらに
行われたこども議会。議
長も中学生が務めました

　

宮
田
中
学
校
３
年
生
が
、
総
合
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
考
え
た
「
村
へ
の
一
人
一
提

案
」
を
提
言
し
、
村
の
答
え
を
聞
く
「
こ
ど
も
議
会
」
が
11
月
11
日
、
実
際
の
議
場
を

使
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

よ
り
良
い
村
に
！

よ
り
良
い
村
に
！  

中
学
生
の
提
言

中
学
生
の
提
言
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大雪に備えて 今冬の雪害対策方針
村では、今年２月の大雪を踏まえて、「大雪注意報」の発令以降、村道などの交通確保と住民の生活環境の維持のため、

除雪体制の強化を図ります。大雪が発生した場合、以下のように村と住民の皆さんとで連携し、除雪活動を進めます。

・・・県の除雪路線

・・・村の除雪路線

　村での重機を使用した除雪作業は下の地図上の赤い線の車道を行い、国県道は県による除雪作業が

行われます。除雪路線に入っていない道路や歩道についは、住民の皆さんでの除雪作業をお願いしま

問総務課 総務係 ☎８５－３１８１ 建設課 建設係 ☎８５－５８６３

・除雪会議の開催 　・融雪材散布

・ 防災担当待機 ( 準備態勢）

（情報収集、状況把握、注意情報などの広報）

・雪害対策本部設置準備、関係職員参集

・各自主防災組織設置の準備依頼

・路上駐車防止の注意喚起

・火災予防について注意喚起

・水利の確保 ･点検（河川、消火栓 ･防火水槽）

・水路の溢水対策

・雪捨て場確保 ･設置

・雪害対策本部設置、職員参集

・本部会議の招集、除雪対策会議

・各自主防災組織設置要請

・情報収集、状況等把握、「警報」情報の広報

・関係機関との連絡調整、必要に応じて出動要請

制の強化を図ります。大雪が

議 開催 融 材散布

村の役割
・区内道路、歩道、通学路、区関係施設（拠点施設、

ごみ収集場、消火栓 ･防火水槽など）の除雪

・自宅周辺、生活道路等の除雪

・自主防災組織設置準備

・自主防災組織設置、雪害に対する体制づくり

・ＰＴＡ、育成会など関係団体へ除雪の協力要請

・引き続き区関係施設や道路などの除雪

・一人暮らし高齢者世帯等の除雪

・水路等溢れた場合の対応

・自主防災組織による活動、区全体による除雪推進

・住民相互の支え合い、地域連携による除雪

・引き続き区関係施設や道路、一人暮らし高齢者世

帯などの除雪、水路があふれた場合の対応

と住民の皆さ とで連携 、除雪活動を進めま

内道路 歩道 通学路 区関係施設（拠点施設

地域・住民の皆さんの役割

請

・

・

・

大雪警報
発令時
大雪警報

・

・

・

・）

大雪注意報
発令時
雪注意

・

・

・

冬季降雪時

・路上駐車は行わない
・道路に雪を捨てない
・水路や河川等に雪を捨てない

ご配慮
ください！

・老人福祉センター・老人福祉センター
・村民会館・村民会館

・役場・役場

・小学校・小学校

・中学校・中学校

・うめっこらんど・うめっこらんど

・西保育園・西保育園 ・東・東・・こうめ保育園こうめ保育園
・デイサービスセンター・デイサービスセンター

・ふれあいひろば・ふれあいひろば

・ライスセンター・ライスセンター

・宮田球場・宮田球場

広広

国国

・宮田駅・宮田駅

域域
農農

道道

道道
１１
５５
３３
号号

す。また、除雪路線に入っていても降雪の度合いにより時間

がかかってしまうことがありますので、降雪時は率先して住

民の皆さんで除雪作業をお願いします。

　加えて、除雪路線を重機で除雪した後、交差点等に雪が残っ

てしまうことがあります。その際は近隣住民の皆さんで除雪

をお願いします。
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宮田村役場 
☎ 0265-85-3181（代）
FAX 0265-85-4725

村民会館
（教育委員会・公民館・図書館）
☎85-2314

老人福祉センター
☎85-4128

12/12 ～  図書館まつり

12/19 ～  情報発信！チャンネルみやだ

12/26 ～  ＴＶこまうすゆきそう１c h

 1/ 2 ～  新年のあいさつ

 1/ 9 ～  情報発信！チャンネルみやだ

ケーブルテレビ 行政チャンネル
[ デジタル523]

■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間 6:30  8:30 12:30

 19:00 21:00 23:00

よろこび
新
しんや

谷　な
な な み

な美ちゃん 中越

匡
まさし

・ち
ち よ み

よ美さん

かなしみ
酒
さかい

井　千
ち よ こ

代子さん 89 歳

町１　　勇
いさむ

さん・母

荒
あらい

井　達
たつお

雄さん 78 歳

大田切　貞
さだゆき

之さん・父

今月の納税 など
国民健康保険税　第７期
固定資産税　　　第３期
後期高齢者医療保険料　第６期
　  納期限・振替日 12/25（木）

水道料・下水道使用料
今月は… 町１, 町２, 大田切
　大久保 , 中越 , つつじが丘

相談日
■心配ごと・行政相談
12/21（日）・ 1/18（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
12/24（水）・ 1/ 7（水）
  午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

役場・教育委員会・老人福祉センター
（死亡届は随時受付）

12 月 27日（土）～ 1月 4日（日）

村内施設（村民会館・体育館等） 12 月 28日（日）～ 1月 3日（土）

伊南聖苑（火葬場）※ 12 月 31日（水）～ 1月 2日（金）

衛生センター（し尿くみ取り）※ 12 月 28日（日）～ 1月 4日（日）

ごみの収集　※
12 月 31日（水）～ 1月 4日（日）
年内は 30 日 ( 火 ) の燃やせるごみ【赤】まで
年明けは 5日 ( 月 ) の資源プラ【紫】から

1 月 1 日（木）の地区の拠点収集は実施しません
1月 4日（日）の休日拠点収集は実施します

年末年始 休業日のおしらせ
【ごみの収集・役場ほか公共施設】

問宮田村役場（代表）
　☎８５－３１８１　※印は住民課 住民係　☎８５－３１８３

調理師業務従事者届について

　調理業務に従事している調理

師は、調理師法に基づき２年ご

とに届け出る必要があります。

■届出方法

　「調理師業務従事者届」用

紙に必要事項を記入し、平成

26年 12 月 31 日現在就業し

ている所の一般社団法人長野

県調理師会各支部へ届け出く

ださい。

■届出期限　1月 15 日

問長野県調理師会上伊那支部　
 ☎７６－８６９９

アイドリング・ストップ
運動にご協力ください

　12月は「大気汚染防止推進

月間」及び「地球温暖化防止月

間」です。

■運転者が車から離れている間

や荷物の積み降ろしをする間

等の不要なアイドリングはや

めましょう。

■運転者の休息中や、人待ち・

客待ちのための停車中のアイ

ドリングも、場所や気候など

の条件を考えながら、なるべ

くやめるようにしましょう。

■必要以上の冷暖房エアコンの

使用や暖機運転はやめましょ

う。

問みらい創造課 協働係
 ☎８５－３１８１

小学生～高校生のための
春休み海外派遣 参加募集

■申込締切　2月 2日（月）

■参加費　35.8 ～ 49.8 万円

■対象　小学３年生～高校 3年生

■派遣先　アメリカ・イギリス・オー

ストラリア・カナダ・フィジー・

ニュージーランド・フィリピン

■内容　ホームステイ・ボランティ

ア・文化交流・地域見学など

■日程　3 月 25 日～ 4月 5日

問公益財団法人
国際青少年研修協会

 ☎０３－６４１７－９７２１

http://www.vill.miyada.nagano.jp

12  DECEMBER
 師 走
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くらしの情報 INFORMATION

製造事業所の皆様へ
工業統計調査実施のお知らせ

　国では製造業の実態を明らか

にすることを目的に、工業統計

調査を実施します。12月中旬

から１月にかけて調査員が伺い

ますので、調査の趣旨をご理解

いただき、調査票へのご記入を

お願いします。

問統計担当（議会事務局内）
 ☎８５－３１８１

子育て支援センター
うめっこらんどから

■ゆずってください・ゆずります

　ベビーカー、チャイルドシー

トを譲って欲しい方、譲りたい

方の希望を募り、お互いの仲介

を子育て支援センターうめっこ

らんどで行います。申し込みは

電話で随時受け付けます。品物

の譲り渡し又は売買は、当事者

同士で現物を見ながら話し合い

で決めていただきます。
平成 26 年度　長野県
農業法人等就業フェア開催

　農業法人や農家に就職を希望

している方と求人募集をしてい

る農業法人・農家との合同説明

会を開催します。

■日時　1月 18 日（日）

■会場　長野県松本勤労者福祉

　　　　センター大会議室

■料金　入場無料

問公益社団法人
長野県農業担い手育成基金

 ☎０２６－２３１－６２２２

悪質な投資勧誘に
ご注意ください！

　未公開株等を利用した悪質な

投資勧誘による被害が多発して

います。不審な投資勧誘を受け

た場合には、すぐ当局の相談窓

口へご連絡ください。

問長野財務事務所理財課
 ☎０２６－２３４－５１２５

多重債務相談窓口
開設中！

　長野財務事務所では、無料の

多重債務相談窓口を開設してい

ます。専門相談員が相談を受け、

必要に応じ法律の専門家に引き

継ぎを行っています。個人の秘

密は厳守します。まずはお電話

ください。

問長野財務事務所多重債務窓口
 ☎０２６－２３４－２９７０

児童扶養手当法の
一部が改正されました

　これまで、障害基礎年金の

子の加算を受給する方は児童

扶養手当を受給できませんで

したが、12月以降は、子加算

が児童扶養手当額より低い方の

場合、その差額分の児童扶養手

当を受給できるようになりまし

た。児童扶養手当の受給には村

への申請が必要です。

　また、受給している年金額が

手当額よりも低いかどうか確認

したい場合はお問い合わせくだ

さい。

問住民課 住民係
 ☎８５－３１８３

■ボランティアの募集について

　子育て支援センターうめっこ

らんど遊ゆう広場をご利用くだ

さる親子が増えています。そこ

で、「子育て母育ち」を目的に、

子育て経験者、あるいは子育て

経験がなくても利用する親子と

共に子育てを楽しんでいただけ

るボランティアを募集します。

ご協力いただける方、少しでも

協力してみたいと思われる方の

申し込みをお待ちしています。

　申し込み締め切りは 1月 16

日までとさせていただきます。

申込者に対してはボランティア

活動を始める前に、簡単な打ち

合わせと講習会の開催を予定し

ています。

問子育て支援センター
　うめっこらんど

 ☎８５－５９３１

※写真は参考です。

長野県神城断層地震災害
義援金を募集します

　11 月 22 日に発生した長野県

神城断層地震災害により、被災

された方々を支援するため、義

援金を以下のとおり受け付けま

す。

■受付期間 3 月 31 日（火）

■受付方法

県では、伊那合同庁舎に

設置した募金箱（平日午前 8

時 30 分から午後 5時まで）、

または以下口座への振り込み

で受け付けています。

金融機関 八十二銀行県庁内支店

口座番号 （普通）695749

口座名

 長野県神城断層地震災害対策本部

 （ｹﾝｶﾐｼﾛﾀﾞﾝｿｳｼﾞｼﾝｻｲｶﾞｲ）

問長野県会計局会計課総務係
☎０２６－２３５－７３５１
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  なごみ家ごよみなごみ家ごよみ

▼陶芸の日   1/ 9（金）午後 1:30 ～

▼ 辰野恒雄先生の子育てママサロン 12/12（金）午前 10:00 ～

▼もちつき
12/18（木）午前 10:00 ～
※前日までに申し込みを

☎☎85-292285-2922　開館：月～土曜　午前 9時～午後 5時　開館：月～土曜　午前 9時～午後 5時

▼手芸の日 12/17（水）午前 9:30 ～

▼童謡の会 12/24（水）午後 1:30 ～

▼頭と体の軽体操   1/ 7（水）午後 1:30 ～

※年末年始休業 12/28（日）～ 1/4（日）

  高齢者の教室高齢者の教室

▼高齢者閉じこもり予防教室
　12/24（水）・  1/7（水）・  1/14（水） 午前 9:30 ～

▼高齢者個別リハビリ教室
　12/25（木）・  1/8（木） 午後 1:30 ～

▼高齢者権利擁護相談 随時受付

▼家族介護者リフレッシュの会
　12/24（水）・  1/7（水） 午前 10:00 ～

※心身の疲れを開放し癒しましょう！ぜひご参加を！

▼認知症介護者語らいの会  1/8（木）午前 9:30 ～
　　※認知症介護のことを語りましょう！

  介護者の教室介護者の教室会場：老人福祉センター会場：老人福祉センター 会場：老人福祉センター会場：老人福祉センター

　

厚
生
労
働
省
の
示
す
基
準
で
は
、
日
本

人
に
あ
っ
た
適
正
な
一
日
の
飲
酒
量
は
純

ア
ル
コ
ー
ル
量
で
20
㌘
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
目
安
を
、
お
酒
の
種
類
別

に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
ほ
ど
よ
く
お
酒

を
楽
し
め
る
目
安
と
な
り
ま
す
の
で
、
覚

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

い
く
ら
適
正
な
飲
酒
量
を
心
が
け
て
い

て
も
、
毎
日
の
よ
う
に
お
酒
を
飲
む
と
肝

臓
に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
週

に
２
日
は
お
酒
を
飲
ま
な
い
日
を
設
け

て
、
肝
臓
を
休
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
一
度
肝
臓
を
休
ま
せ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
ほ
か
の
日
に
大
量
飲
酒
し

て
し
ま
っ
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
普

段
か
ら
適
正
な
飲
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ

適
正
な
飲
酒
量
っ
て

ど
の
く
ら
い
？

　

適
正
な
飲
酒
量
の
目
安
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
実
際
の
適
正
な
摂
取
量
は
人
に

よ
っ
て
様
々
で
す
。

適
正
な
飲
酒
量
に
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す

種類別 適正な飲酒量の目安
※ () 内はアルコール度数

ビール (5％ )…500ml

中ビン１本

ワイン (12％ )…240ml

ワイングラス 2杯弱

日本酒 (15％ )…180ml

１合

焼酎 (35% )…90ml

グラス１杯

週
に
２
回
は
休
肝
日
を

問
福
祉
課
保
健
予
防
係
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

 
☎
８
５
‐
４
１
２
８

　

一
般
的
に
女
性
は
男
性
よ
り
も
少
な
い

飲
酒
量
が
適
正
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
体
格
や
筋
肉
量
の
違
い
に
よ
り
、
男

性
よ
り
女
性
の
ほ
う
が
飲
酒
し
た
と
き
の

肝
臓
へ
の
負
担
が
大
き
く
、
ま
た
ア
ル

コ
ー
ル
を
分
解
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
た

め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
お
酒
に
弱
く
な
い
人
で
あ
っ
て
も

そ
の
日
の
体
の
状
態
に
よ
っ
て
適
正
な
飲

酒
量
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
体
調
の
悪
い

日
は
お
酒
を
控
え
る
な
ど
し
て
適
正
な
飲

酒
量
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
を
飲
む
と
顔
が
赤
く
な
り
や
す
い

人
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
能
力
が
低
い

体
質
と
い
え
ま
す
の
で
、
男
女
問
わ
ず
、

少
な
め
の
飲
酒
量
が
適
正
と
い
え
ま
す
。

女
性
の
適
正
な
飲
酒
量
は

男
性
よ
り
も
少
な
め

お
酒
で
顔
が
赤
く
な
る
人
は

飲
酒
量
を
控
え
め
に

飲
酒
量
を
調
節
し
ま
し
ょ
う

そ
の
日
の
体
調
に
合
わ
せ
て

 

12
月
に
な
り
、
忘
年
会
な
ど
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が

増
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
適
正
な
量
の
飲
酒
は
死

亡
率
を
下
げ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
過
度
の
飲

酒
を
続
け
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
を
引

き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、注
意
し
ま
し
ょ
う
。

「
適
正
飲
酒
」

「
適
正
飲
酒
」

の
す
す
め

の
す
す
め
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Health ＆Welfare

保健ごよみ保健ごよみ  12/16 ～ 1/1512/16 ～ 1/15

12/14

12/21

12/23

12/28

12/30

12/31

 1/ 1

 1/ 2

 1/ 3

 1/ 4

 1/11

 1/12

木下医院（内・小） 駒：82-3712

かしの実クリニック（内） 駒：98-0590

まつむら小児科医院（小） 駒：81-4700

山村眼科整形外科（眼・整） 駒：82-6611

よこやま耳鼻咽喉科医院（耳） 駒：81-0185

前澤病院（内・外） 駒：83-2151

まえやま内科胃腸科クリニック（内・胃・小） 駒：82-8614

高山内科クリニック（内・循） 駒：82-6690

秋城医院（内・小） 駒：83-2805

おはようクリニック（形・皮） 駒：83-6103

やまおか耳鼻咽喉科（耳） 駒：82-4133

北原医院（内） 宮：85-2214

下平けやき診療所（内・小） 宮：81-6303

緊急当番医緊急当番医  宮=宮田村　駒=駒ヶ根市

■母と子　健診・相談など
１歳児育児相談 指定の時間

12/16（火） 対象：H25 年 11 ～ 12 月生まれ
うぶごえ講座 午前 9:30 
 1/14（水） 対象：妊娠中の方・家族
相談日（子育て・離乳食・ママの部屋）

午前 9:00 ～ 12:00 対象：どなたでも
12/25（木） 1/15（木）※子育て相談は要予約

■成人　健診・相談など
健康相談日 午前 9:00
12/25（木）、1/15（木）
対象：どなたでも（予約制）

マンモグラフィ検診 指定された時間

12/18（木）
※指定のあるものを除き

 会場はすべて老人福祉センターです
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問
な
ご
み
家 

☎
８
５
‐
２
９
２
２

問
プ
ラ
ム
の
里 

☎
８
４
‐
１
３
１
１

な
ご
み
家

な
ご
み
家

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

地
域
の
中
で
そ
の
人
ら
し
く

 

輝
く
生
活
を
支
援
し
ま
す

プ
ラ
ム
の
里

プ
ラ
ム
の
里

　

10
月
12
日
第
15
回
プ
ラ
ム
ま
つ
り
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
「
つ
な

が
る
気
持
ち　

通
う
心
」
を
テ
ー
マ
に
大

勢
の
来
場
者
の
方
を
お
迎
え
し
、
地
域
の

方
々
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ド
リ
ー
ム
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
子
供
た
ち

の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス
、
信
州
梅
が

里
宮
田
太
鼓
の
迫
力
満
点
の
太
鼓
演
奏
、

信
州
駒
ヶ
根
縁
舞
蓮
の
優
雅
な
踊
り
な
ど

見
応
え
た
っ
ぷ
り
の
演
芸
に
お
祭
り
の
醍

醐
味
を
味
わ
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
、
バ
イ
キ
ン
グ
も
多
く
の
ご
家

　

10
月
18
日
か
ら
１
週
間
、
第
11
回
な
ご

み
家
利
用
者
作
品
展
を
行
い
ま
し
た
。
日

頃
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
が
制
作

し
た
作
品
や
、「
作
品
展
で
見
て
欲
し
い

か
ら
」
と
持
ち
寄
っ
た
手
工
芸
・
絵
画
・

写
真
な
ど
の
作
品
を
飾
り
ま
し
た
。
期
間

中
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
18
日
は
お
楽
し
み
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
。
な
ご
み
家
で
活
動
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
発
表
会
を
兼
ね
、
ハ
ン
ド
ベ
ル

や
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
、
ダ
ン
ス
や
歌
、
大

型
紙
芝
居
な
ど
を
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
で
楽

し
み
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も

い
て
、に
ぎ
や
か
な
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
・
２
日
の
宮
田
村
文
化
祭
で

は
、
ま
だ
な
ご
み
家
を
知
ら
な
い
方
に
も

活
動
の
一
部
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

恒
例
の
な
ご
み
家
作
品
展

＆
お
楽
し
み
コ
ン
サ
ー
ト

作
品
の
展
示

を
行
い
ま
し

た
。
興
味
の

あ
る
活
動
が

見
つ
か
っ
た

方
は
、
い
つ

で
も
の
ぞ
き

に
来
て
く
だ

さ
い
ね
！

プ
ラ
ム
ま
つ
り
開
催
！

族
の
皆
さ

ま
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に

ご
協
力
い

た
だ
き
大

盛
況
。
さ

ま
ざ
ま
な

方
の
笑
顔

が
つ
な
が

り
あ
っ
た

プ
ラ
ム
祭

り
と
な
り

ま
し
た
。

■毎月 19日は「食育の日」

みんなで やろう だいじなひとづくり

H26年度の目標「朝食ではじまる元気な一日」

■宮田村健康増進のテーマ
村民だれもが健康で暮らし続けるために

問福祉課保健予防係
　（老人福祉センター） ☎８５‐４１２８

応募方法などの詳細
はお問い合わせくだ
さい。

食育推進の店食育推進の店
随時募集中！随時募集中！
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むらの話題と出来事
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1959 年度の宮田中卒業生でつくる「申酉会」から寄付をいた
だきました。70歳の節目を記念して 10月に開催した「古希を
祝う会」で寄付を呼びかけていただきました。寄付金は小中学
校に役立ててほしいとのメッセージをいただきました。

ご
 申酉会より寄付     11 月 11 日

寄付いただきありがとうございました

雨
 小学校校内マラソン大会  11 月 13 日

上がりの空の下 さわやかな笑顔
１・２年生約 1.2㎞、３・４年生約
2.3㎞、５・６年生約 3.3㎞を、練習
の成果を発揮し、最後まで走り抜き
ました。走り終わった後の子どもた
ちの笑顔がとてもさわやかでした。

長野県縦断駅伝に宮田村から２人の選手が出場し、９年ぶり
の優勝に大きく貢献しました。樋口さんはチームに勢いを付
けた第１走者の大役、宮下さんは区間賞の快走でした。

上
　　　　　　　長野県縦断駅伝　11 月 15 日・16 日

伊那９年ぶりの優勝に貢献！

樋口 正晃 さん（高見澤）  写真右
第１区（11.6km）　区間 第４位　記録 34 分 52 秒
宮下 峻さん（上伊那農業高校）写真左
第 15 区（9.2km）　区間 第１位　記録 30 分 4 秒

木
　　    中学校強歩大会  11 月 12 日

枯らし吹く中 力走！
沿道で送られる地域のみなさんのあたた
かな声援に後押しされ、村内を巡る 10㌔、
７㌔のコースを走り抜きました！



広報 MIYADA11

TOPICS  むらの話題と出来事
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「いつか自分の夢がか
なうことで、村のサッ
カークラブでお世話に
なったコーチの方々に喜
んでもらえたら嬉しい」
と語っていました。

Interview
　　　　　　　　サッカー 2級審判に合格サッカー 2級審判に合格

       　　　　     　　　　  高坂 凌高坂 凌  さんさん

長
野
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
審
判
員
、
高
坂
凌
さ
ん
（
弥
生
ヶ
丘
高
２

年
・
町
２
）
が
２
級
審
判
員
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。
10
代
で
の
合
格
は

県
内
初
。
２
級
審
判
員
は
、
県
や
北
信
越
協
会
主
催
大
会
で
主
審
、
国
内

の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
で
副
審
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
校
で

は
サ
ッ
カ
ー
部
主
将
も
務
め
る
高
坂
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

す
。
部
活
で
は
主
将
を
務
め
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
部
活
と
の
兼
ね
合
い
に
も
悩
む
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
学
業
も
含
め
お
ろ
そ
か
に
な

ら
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

来
年
以
降
、
大
学
に
進
学
し
て
も
活
動
は
継

続
し
て
、
２
級
審
判
員
と
し
て
レ
ベ
ル
の
高
い

試
合
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
、
さ
ら
に
上
の
級

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
国
際
審

判
員
と
し
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
笛
を
吹
き
た

い
で
す
。

小
学
校
１
年
生
の
時
か
ら
、
宮
田
村
の
ク
ラ
ブ
で
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
ま

し
た
。
そ
の
と
き
の
コ
ー
チ
の
方
が
２
級
審
判
員
に
合
格
し
、
ピ
ッ
チ
で

笛
を
吹
く
姿
を
見
て
、
自
分
も
そ
の
道
を
目
指
し
て
み
よ
う
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

平
日
は
部
活
を
終
え
て
帰
る
と
い
つ
も
夜
９
時
を
ま
わ
っ
て
し
ま
い
、

休
日
は
審
判
員
と
し
て
県
内
・
県
外
問
わ
ず
派
遣
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

夢
は
サ
ッ
カ
ー
の
国
際
審
判
員

 

「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
笛
を
吹
き
た
い
」

本
 図書館まつり  11 月 29 日・30 日

の世界にふれ、図書館を楽しむ２日間
毎年恒例の図書館まつりが行われました。図
書館職員体験や、大型紙芝居の発表・図書館
クイズなど、子どもたちがイベントを楽しん
だ他、廃棄本や雑誌の頒布会も行われ多くの
方が訪れました。詳しくは広報みやだ来月号
の図書館だよりをご覧ください。

今年のりんごの木オーナー
収穫祭も大盛況となりまし
た。ふれあい広場で行われ
たセレモニーの後、オー
ナーの方々は各りんご畑で
収穫作業を楽しみました。

秋
 りんごの木オーナー収穫祭　11月 16 日・23 日

晴れの下りんごの収穫を体験

木札コンテストの表彰の様子
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高
遠
城
は
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年

に
取
り
壊
さ
れ
、
一
部
の
門
な
ど
を
除

い
て
建
築
物
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
回
確
認
さ
れ
た
厩
稲
荷
の
本
殿
と
上

家
は
、
ほ
ぼ
当
時
の
姿
の
ま
ま
で
、
現

存
す
る
数
少
な
い
城
内
建
築
物
と
し
て

往
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
資
料
で
す
。

　

高
遠
城
内
の
稲
荷
社
が
、
小
田
切
家

に
移
さ
れ
た
理
由
を
教
育
委
員
会
で

は
、
上
家
に
残
る
〝
鰐わ

に
ぐ
ち口
〞
と
呼
ば
れ

る
鐘
に
刻
ま
れ
た
「
御
厩 

小
頭 

中
越

邑
（
む
ら
） 

小
田
切
氏
」
の
文
字
や
、

明
治
元
年
の
高
遠
藩
名
簿
「
分
限
帳
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
役
職
や
名
前
な
ど

か
ら
廃
城
の
際
、〝
厩
〞
に
関
わ
り
の

あ
っ
た
小
田
切
家
に
下
賜
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

厩
稲
荷
へ
の
奉
納
品
と
し
て
、
大
小

あ
わ
せ
27
点
あ
る
の
ぼ
り
旗
や
藩
主
が

幼
少
の
頃
に
奉
納
し
た
絵
馬
の
ほ
か

鈴
、
獅
子
頭
、
法
螺
貝
や
太
鼓
な
ど
も

問教育委員会 生涯学習係 ☎８５－２３１４

中世「宮田氏」にまつわる山城「城山」（村指定史跡）中世「宮田氏」にまつわる山城「城山」（村指定史跡）
シリーズ村の文化財 ⑧

　北割の西方、西山の稜線を城の沢が開析してできた標高 950 ｍの

尾根上に、中世の山城「城山」が所在します。主郭の広さは約 25 ｍ

× 45 ｍで、周囲に高さ５～６ｍの土塁が築かれ、内側には自然石で

石垣が積まれています。主郭の北側には幅５～８ｍ・深さ２～６ｍに達する三重の竪堀が、また東

側と西側には５～８段に及ぶ腰郭が設けてあります。城構えは尾根の全体に広がっており、山城の

遺存状態は比較的良好といえます。

　「城山」の城主を断定する史資料は今のところ見つかっていませんが、麓の北割周辺を根拠地と

した中世宮田村の豪族「宮田氏」の山城と推測されています。

　

宮
田
村
教
育
委
員
会
は
、
大
久
保
の
小
田
切
康
彦
さ
ん
宅
に
あ
る
稲
荷
社

が
、高
遠
城
二
ノ
丸
に
あ
っ
た
「
厩
稲
荷
」
の
本
殿
と
本
殿
を
覆
う
上
家
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
し
て
、
そ
の
奉
納
品
類
と
あ
わ
せ
村
の
文
化
財
に
指

定
し
ま
し
た
。
村
文
化
財
の
新
規
指
定
は
22
年
ぶ
り
。
11
月
23
日
に
は
一
般

公
開
と
説
明
会
が
行
わ
れ
、
約
１
２
０
人
が
現
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

村
文
化
財
に
指
定

村
文
化
財
に
指
定残

さ
れ
て
い
て
、
本
殿
と
上
家
に
こ
れ

ら
奉
納
品
を
あ
わ
せ
96
点
が
今
回
、
村

の
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
小
田
切
家
の
庭
に
祭
ら
れ
て

い
る
厩
稲
荷
は
、
奉
納
品
も
含
め
代
々

大
切
に
引
き
継
が
れ
て
き
て
い
て
、
毎

年
５
月
に
は
の
ぼ
り
を
上
げ
例
祭
を
開

催
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

説
明
会
に
訪
れ
た
み
な
さ
ん
は
、「
こ

れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た
資
料
が
、
保
存
状

態
も
よ
く
発
見
さ
れ
る
の
は
稀
。
宮
田

村
の
歴
史
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
資

料
」
と
し
た
教
育
委
員
会
か
ら
の
説
明

に
、
往
時
の
生
活
に
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

問
教
育
委
員
会　

☎
８
５
‐
２
３
１
４

高
遠
城
の
建
物
が
宮
田
村
に
現
存

高
遠
城
の
建
物
が
宮
田
村
に
現
存

▲奉納品には幕末期に軍事訓練に使われたものと思われる洋太鼓も

上家に吊るされている“鰐口”と呼ばれる鐘 ▲
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みみ
んん
なな  

でで  

つ
く
ろ
う
！

つ
く
ろ
う
！

　　

     
       

宮
田
村
む
ら
づ
く
り
基
本
条
例

宮
田
村
む
ら
づ
く
り
基
本
条
例

No.No. ５ ５
発行：むらづくり
基本条例策定委員会
平成 26年 12 月

地
方
分
権

　

以
前
は
日
本
中
で
同
じ
よ
う
な
要

望
や
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
を
解
決
す

る
に
は
中
央
集
権
が
都
合
良
か
っ
た

の
で
す
。

　

現
在
で
は
、
地
域
ご
と
異
な
っ
た

要
望
、
課
題
が
あ
る
た
め
、
地
方
の

こ
と
は
地
方
の
実
情
に
あ
っ
た
や
り

方
で
進
め
る
方
が
効
率
的
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
が
地
方
分
権
で
す
。

　

地
方
分
権
は
市
町
村
の
自
己
決

定
・
自
己
責
任
を
ま
す
ま
す
大
き
く

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
を
う

ま
く
行
っ
て
い
く
た
め
の
指
針
の
よ

これまでに出た意見を
項目別にまとめていきます

を
説
明

を

基
本
条
例
を

基

地
区
懇
談
会
で
基

村
民
と
議
会
と
行
政
が
協
働
し
て
む

ら
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
み
ん
な
が

同
じ
方
向
に
向
か
っ
て
、
む
ら
づ
く

り
の
基
本
ル
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
の
役
割
や
ル
ー
ル
を

明
確
化
す
る
の
が
「
む
ら
づ
く
り
基

本
条
例
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

■
こ
の
計
画
は
、
む
ら
の
基
本
的
な

条
例
と
な
り
ま
す
か
ら
、
条
例
づ
く

り
に
国
や
県
は
か
か
わ
り
ま
せ
ん
。

　

住
民
（
む
ら
づ
く
り
委
員
会
）、

関
係
団
体
（
農
業
、
商
業
、
教
育
な

ど
）、
議
会
、
行
政
の
代
表
者
で
「
む

ら
づ
く
り
基
本
条
例
策
定
委
員
会
」

を
設
置
し
、
条
例
に
盛
込
む
べ
き
内

容
（
項
目
）
を
決
定
し
、
最
終
的
に

村
へ
提
言
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
条
例
の
中
に
ど
の
よ
う
な

項
目
を
盛
込
む
べ
き
か
を
各
部
会
で

協
議
し
て
い
ま
す
。

　

項
目
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

役
場
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
み
ら
い
創
造
課

　
　
　
　
　
　

☎
８
５
‐
３
１
８
１

う
な
も
の
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
指
針
が
「
む
ら
づ
く
り
基

本
条
例
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
働
く
人
・
税
を
納

め
る
人
が
減
る
と
、
少
な
い
人
間
で

社
会
を
支
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
宮
田
村
の
人
口
は
横
ば
い
傾

向
で
す
が
、
将
来
的
に
は
減
少
に
転

じ
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
民
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
増
や

さ
ず
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
は
、

第
７
回
む
ら
づ
く
り
委
員
会

      

11
月
14
日
（
金
）
午
後
７
時
〜

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
各
地
区
で
地
区
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

む
ら
づ
く
り
基
本
条
例
に
対
す
る
質
問
も
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
の
で
、
今
回

は
な
ぜ
こ
の
条
例
を
つ
く
る
の
か
、も
う
一
度
お
さ
ら
い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
さ
ら
い

　

む
ら
づ
く
り
基
本
条
例
に
ど
の

よ
う
な
項
目
を
載
せ
た
ら
い
い
の

か
、
今
ま
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

出
さ
れ
た
意
見
を
ま
と
め
て
き
ま

し
た
。
更
に
同
じ
よ
う
な
項
目
を

ま
と
め
て
、
だ
ん
だ
ん
と
条
例
項

目
に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
千
頭
教

授
の
進
行
に
よ
り
同
じ
よ
う
な
項

目
を
ま
と
め
る
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

   
   

む
ら
づ
く
り
基
本
条
例
を
作
る
理
由

む
ら
づ
く
り
基
本
条
例
を
作
る
理
由

広報 MIYADA13
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「宮田うめっこ塾」始動

健康サポーター任命

2014
村の
出来事

子育て支援策の充実

うめっこらんど開所

２月の豪雪
り、村内でも多くの農家などで被害

が出ました。除雪作業により中央グ

ランドには村中から集められた雪で

巨大な台地ができるほどに。

今年２月の記録

的な大雪によ

広場や学童保育などの事業がこの施設で行われるようになり、児童館やファミ

リーサポートセンター事業など、新たな取り組みも始まりました。

子育て支援の拠点施設として建設され

た「うめっこらんど」が開所し、遊ゆう

７月に村では初となる「ふるさと大

使」に東京音楽大学の元学長で名誉

教授、世界的ビオラ奏者の兎束俊之

さんが任命されました。

みらい創造課創設
4 月 1 日に役場組織の変更が行わ

れ、村の皆さまの声を聴き、むらづ

くりに反映させるための課として

「みらい創造課」が創設されました。

小中学校の土曜や放課後の教育活動

の充実を図り、中学校では土曜学習

を、続いて小学校でも外部講師を招

いて体験学習を行う「放課後子ども

教室」などを始めました。

家庭内での健康づくりを図るための

取り組みとして、小学校５・６年生

の児童を「ちびっこ健康サポーター」

に任命し、保健補導員ＯＢの方々を

「わが家の健康サポーター」に任命

しました。

協働のむらづくり・村民が主役のむ

らづくりを実現するための基本的な

ルールなどを定める「むらづくり基

本条例」策定にむけ、住民の皆さま

を交えた取り組みが始まりました。

誕生祝金の増額や、福祉医療費特別

給付金の乳幼児等区分の上限が高校

卒業まで拡大されるなど、子育て支

援制度の充実を図りました。

昨年から募集していた食育推進の店

が９店舗認定されました。店舗の詳

細は広報８月号をご覧ください。

た食育食育食育推進推進推進 店の店の店

宮田村
食育推進の店認定

むらづくり基本条例策定にむけ
取り組みがスタート宮田村で初のふるさと大使に

音楽家の兎束さんが就任

上伊那ポンプ操法大会で第１分団第

２部（南割）が小型ポンプ操法の部

で優勝を飾り、県大会では第３位入

賞という成績を残しました。

消防団 ポンプ操法大会 
上伊那大会優勝、県大会３位



15

　

私
た
ち
河
原
町
リ
バ
ー
ズ
は
、

少
年
軟
式
野
球
チ
ー
ム
で
す
。
唐

木
好
昭
監
督
の
ご
指
導
に
よ
り
、

１
年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
の
25
人

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
河
原

町
リ
バ
ー
ズ
の
方
針
は
、「
と
に

か
く
、
野
球
を
好
き
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
も
の
で
、
少

年
野
球
に
よ
る
健
全
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
思
い
も
通

じ
て
か
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
選

手
が
入
団
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
松
尾
キ
ャ
プ
テ
ン
が
考
え

て
く
れ
た
「
全
員
野
球
」
と
い
う

言
葉
通
り
の
野
球
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
６
年
生

が
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
苦
労
す

る
場
面
も
あ
り
ま
す
が
、
上
伊
那

頂
上
決
戦
の
選
手
権
大
会
に
出
場

を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

兎
に
角
、
選
手
も
保
護
者
も
和
気

あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
、
選
手
の

兄
弟
や
祖
父
母
も
応
援
し
て
い
た

だ
き
、
大
き
な
輪
の
中
で
、
み
ん

な
が
笑
顔
で
野
球
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

（
次
回
＝
ド
リ
ー
ム
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）

全体会場　文化祭出品数 1217 点　入場者数 1635 人

老
人
施
設
「
プ
ラ
ム
の
里
」
に
贈
り
た
る
ド
ー
ム
の
菊
は
華
や
か
に
咲
く

酒
井
千
穂
子
（
新
田
）

郷
土
館
に
母
を
重
ね
て
見
て
を
り
ぬ
私
も
触
り
し
あ
の
機
織
り
機

 

平
澤　

由
紀
（
町
３
）

月
明
り
な
く
て
道
ゆ
く
あ
や
う
さ
よ 

小
田
切
藤
彦
（
北
割
）

来
し
方
は
聞
か
ず
語
ら
ず
薄
紅
葉 

酒
井
な
づ
な
（
町
１
）

む
ら
が
り
て
い
て
も
さ
び
し
げ
吾
亦
紅 

本
田　

幸
達
（
北
割
）

句
作
り
や
四
苦
八
苦
の
冬
日
和 

新
井
い
さ
子
（
町
１
）

冬
日
和
日
向
恋
し
い
齢
か
な 

砂
場　

隆
子
（
町
３
）

グループ
活動めぐり
（51）

▲メンバーの面々

河
原
町
リ
バ
ー
ズ

 

安
田
修
也

  

文
化
祭
の
１
日
目
は
雨
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
大
勢
の
み
な
さ
ん
が
会

場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
体
育
セ
ン
タ
ー
に
は
今
年
も
立

派
な
作
品
の
数
々
が
並
べ
ら
れ
、
来

場
者
か
ら
「
素
晴
ら
し
い
」
の
声
が

た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。
中
に

は
、
展
示
さ
れ
て
い
る
写
真
に
自
分

が
写
っ
て
い
る
が
手
に
入
れ
た
い
の

で
便
宜
を
図
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と

受
付
に
相
談
に
く
る
参
観
者
も
い
ま

し
た
。
村
民
会
館
ロ
ビ
ー
で
は
、
丹

精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
菊
花
展
や
淡

水
魚
展
、
税
の
書
道
展
、
分
館
報
展

が
、
創
作
室
で
は
文
化
財
企
画
展
と

し
て
明
治
13
年
に
描
か
れ
た
南
割
の

古
地
図
の
公
開
が
、
２
階
の
和
室
で

は
学
校
週
５
日
制
対
応
講
座
「
世
界

の
お
茶
を
楽
し
も
う
」
の
お
茶
の
振

る
舞
い
が
あ
り
ま
し
た
。
大
ホ
ー
ル

で
は
36
団
体
か
ら
42
の
演
目
の
出
演

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
屋
外
で
は

建
設
労
連
の
皆
様
が
親
子
イ
ス
作
り

に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

合唱 大正琴

和太鼓 詩吟

なごみ展 菊花展

小中作品展 学校週５日制対応講座

日舞 タヒチアンダンス

太極拳 阿波踊り

観
客
を
魅
了
し
た

観
客
を
魅
了
し
た

第第
4141
回
宮
田
村
文
化
祭

回
宮
田
村
文
化
祭
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畑
の
中
で
の
里
山
気
分
を
満
喫
し
ま

し
た
。
今
年
作
っ
て
い
る
の
は
、
味

と
食
感
が
気
に
入
っ
た
サ
ク
サ
ク
王

子
と
い
う
イ
ン
ゲ
ン
と
小
玉
ス
イ

カ
。
ひ
と
み
人
参
に
冬
菜
。
冬
菜
は
、

翌
年
に
つ
ぼ
み
を
茹
で
て
、
早
春
の

味
を
楽
し
み
ま
す
。
今
年
は
、「
イ
ン

カ
の
め
ざ
め
」
と
い
う
ジ
ャ
ガ
イ
モ

も
作
り
ま
し
た
。
栗
の
様
な
感
じ
で

美
味
し
か
っ
た
で
す
。
自
分
で
作
っ

た
野
菜
は
、
小
さ
く
て
も
不
揃
い
で

も
美
味
し
い
と
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
ぴ
り
の
自
給
自
足
を
い
つ

ま
で
も
続
け
ら
れ
る
の
か
分
か
ら
な

い
け
れ
ど
、
野
菜
作
り
が
楽
し
い
と

思
っ
て
い
る
間
は
無
理
せ
ず
に
の
ん

び
り
と
色
々
な
野
菜
を
作
り
、
畑
の

仲
間
と
上
げ
た
り
も
ら
っ
た
り
の

物
々
交
換
も
し
た
い
で
す
。
畑
は
野

菜
作
り
だ
け
で
な
く
友
達
も
出
来
ま

し
た
。
全
て
に
感
謝
の
日
々
で
す
。

（
次
回
＝
平
澤
義
章
さ
ん
）

案  

内

リレー随想
（400）

今
、
楽
し
ん
で
い
る
こ
と

竹
内
智
子(

つ
つ
じ
が
丘
）

　

家
庭
が
無
く
て
も
、
家
庭
菜
園
。

　

以
前
、
一
緒
に
働
い
て
い
た
友
人

の
畑
を
借
り
て
、
今
、
野
菜
作
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
春
に
な
る
と
鴬

や
「
カ
ッ
、
カ
ッ
コ
ウ
」
と
変
な
鳴

き
方
を
す
る
カ
ッ
コ
ウ
が
毎
年
や
っ

て
来
ま
す
。
今
年
も
や
っ
て
き
て
、

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

収
穫
・
仕
込
み
体
験

▲仕込み体験をする参加者

安
曇
野
探
訪

福
寿
学
級

▲工芸作品に見入る学級生

　

10
月
11
日
、
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の

２
教
室
は
、
山
ぶ
ど
う
の
収
穫
と
仕

込
み
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
収
穫
体

験
は
、
房
の
し
な
び
た
実
な
ど
を
除

い
て
収
穫
し
、
仕
込
み
体
験
は
、
本

坊
酒
造
の
工
場
で
、
搾
り
機
に
ぶ
ど

う
を
投
入
し
ま
し
た
。
数
日
前
に
仕

込
ん
だ
タ
ン
ク
か
ら
は
、
芳
醇
な
ワ

イ
ン
の
香
り
が
溢
れ
出
し
、
美
味
し

い
ワ
イ
ン
作
り
に
力
が
入
り
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
、
福
寿
学
級
で
は
、
紅

葉
の
始
ま
っ
た
安
曇
野
探
訪
に
出
か

け
ま
し
た
。
安
曇
野
高
橋
節
郎
記
念

美
術
館
で
は
、
文
化
勲
章
受
章
者
の

高
橋
節
郎
の
見
事
な
漆
器
の
工
芸
作

品
を
見
学
し
、
大
王
わ
さ
び
農
場
で

は
、
昼
食
を
は
さ
み
、
色
着
い
た
わ

さ
び
田
周
辺
を
見
学
し
て
歩
き
ま
し

た
。
外
は
雨
で
し
た
が
、
車
中
に
は

歌
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
閉
幕

シ
リ
ー
ズ
の
結
果

　

こ
の
時
期
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
が
閉

幕
を
迎
え
ま
し
た
。

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト　
　

総
合
成
績

①
リ
バ
ー
ズ
②
中
越
ク
ラ
ブ
③
北
割

ク
ラ
ブ
④
大
久
保
ス
タ
ー
ズ
⑤
河
原

町
ク
ラ
ブ
⑥
南
割
１
班
⑦
ト
リ
ケ
ラ

ト
プ
ス
⑧
エ
ラ
ー
ズ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
①
大
久
保
ス

タ
ー
ズ
②
中
越
ク
ラ
ブ
③
南
割
１
班

③
エ
ラ
ー
ズ

▲ソフトボール優勝　リバーズチーム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　
　
　

①
つ
つ
じ
チ
ー
ム
②
町
チ
ー
ム
③
大

原
チ
ー
ム

▲ゲートボール優勝　つつじが丘チーム

ナ
イ
タ
ー
野
球　
　
　

総
合
成
績

①
愛
球
ク
ラ
ブ
②
ナ
イ
ト
ホ
ー
ク
ス

③
Ｎ
Ｈ
Ｋ
G's
④
新
田
ク
ラ
ブ
⑤
里
宮

ク
ラ
ブ
⑥
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ

前
期
戦
績
①
愛
球
ク
ラ
ブ
②
ナ
イ
ト

ホ
ー
ク
ス
③
里
宮
ク
ラ
ブ
③
Ｌ
Ｅ
Ｇ

Ｅ
Ｎ
Ｄ
⑤
Ｎ
Ｈ
Ｋ
G's
⑥
新
田
ク
ラ
ブ

後
期
戦
績
①
愛
球
ク
ラ
ブ
②
ナ
イ
ト

ホ
ー
ク
ス
③
新
田
ク
ラ
ブ
④
Ｎ
Ｈ

Ｋ
G's
⑤
里
宮
ク
ラ
ブ
⑥
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｎ

Ｄ

▲野球優勝　愛球クラブチーム

女
子
バ
レ
ー　
　
　
　

総
合
成
績

①
し
ん
で
ん
②
駒
が
原
③
み
な
み
④

大
田
切
⑤
里
宮
⑥
ツ
ー
オ
ー
⑦
エ
ア

ロ
ー
ル
⑧
ひ
ま
わ
り
⑨
河
原
町
⑩
美

北

▲女子バレー優勝　新田チーム

◇
本
館
事
業

・
新
春
お
手
合
わ
せ
会

　

（
囲
碁
・
将
棋
・
マ
ー
ジ
ャ
ン
）

１
月
17
日

☆
分
館
事
業

・
南
割　

し
め
縄
づ
く
り
12
月
13
日

・
北
割　

し
め
縄
づ
く
り
12
月
20
日
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〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
冬ふ

ゆ

を
待ま

つ
城し

ろ 
(

安あ
べ
り
ゅ
う
た
ろ
う

部
龍
太
郎)

○
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ 

(

有あ
り
か
わ川　

　

浩ひ
ろ)

○
怪あ

や

し
い
店み

せ 
(

有あ
り
す
が
わ
あ
り
す

栖
川
有
栖)

○
親し

ん
ら
ん鸞 

完か
ん
け
つ
へ
ん

結
篇

 

上
・
下
巻  (

五い

つ

き木　

寛ひ
ろ
ゆ
き之)

○
池い

け
だ
や
ら
ん
じ
ん

田
屋
乱
刃 

 (

伊い

と

う藤　
　

潤
じ
ゅ
ん)

○
冥め

い

の
水み

な
そ
こ底 

 (

朱し
ゅ
か
わ川　

湊み

な

と人)
○
死し

に
支じ

た

く度  
(

瀬せ
と
う
ち
じ
ゃ
く
ち
ょ
う

戸
内
寂
聴)

○
少し

ょ
う
じ
ょ
り
ょ
う
い
き

女
霊
異
記 

(

高た

か

ぎ樹
の
ぶ
こ)

○
家か

ぞ

く族
シ
ア
タ
ー 

(

辻つ
じ
む
ら村　

深み

づ

き月)

○
大お

は

ら

ご

こ

う

原
御
幸 

 (

林は
や
し

　

真ま

り

こ

理
子)

○
テ
ミ
ス
の
剣

つ
る
ぎ 

(

中な
か
や
ま山　

七し

ち

り里)

○
つ
ち
く
れ
さ
ん  (
仁に

き木　

英ひ
で
ゆ
き之)

○
サ
ラ
バ
！

 

上
・
下
巻　

  (

西に
し　

加か

な

こ

奈
子)

○
奇き

せ

き跡
の
人ひ

と 
 (

原は

ら

だ田　

マ
ハ)

○
殉

じ
ゅ
ん
あ
い愛 

(

百ひ
ゃ
く
た田　

尚な

お

き樹)

○
売ば

い
こ
く国 

(

真ま

や

ま山　
　

仁じ
ん)

○
べ
ん
け
い
飛ひ

き
ゃ
く脚  (

山や
ま
も
と本　

一い
ち
り
き力)

○
Ｋけ

ー
つ
ー２ 

(

横よ
こ
せ
き関　

　

大だ
い)

○
女じ

ょ
お
う王 

(

連れ
ん
じ
ょ
う
み
き
ひ
こ

城
三
紀
彦)

●
児
童
書

○
て
ぶ
く
ろ

○
は
じ
め
て
の
ク
リ
ス
マ
ス

○
縄じ

ょ
う
も
ん
じ
ん

文
人
の
く
ら
し
大

だ
い
け
ん
き
ゅ
う

研
究

○
捨す

て
犬い

ぬ

・
未み

ら

い来
、
命

い
の
ち

の
約や

く
そ
く束

○
マ
ラ
ラ -

教き
ょ
う
い
く
育
の
た
め
に
立た

ち
上あ

  

が
り
、
世せ

か

い界
を
変か

え
た
少

し
ょ
う
じ
ょ女-

○
日に

ほ

ん本
に
し
か
い
な
い
生い

き
物も

の
ず
か
ん

図
鑑

○
う
な
ぎ
一い

ち
お
く
ね
ん

億
年
の
謎な

ぞ

を
追お

う  

他

 

十
二
月
の
本
棚

宮田村図書館宮田村図書館

  ☎☎ 85-231485-2314
 （村民会館内）  （村民会館内） 

図
書
館
休
館
日

※
12
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

20 

日(
土)･

午
前
10
時
30
分
〜

　

学
習
室
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※
１
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

14 

日(

水)･

午
前
10
時
30
分
〜

　

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

12
／
15
㈪･

22
㈪･

24
㈬

　
　

28
㈰
〜
１
／
５
㈪

１
／
13
㈫･

19
㈪･

26
㈪

　

宮
田
村
で
は
、
７
ヶ
月
検
診
時
の

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
続
い
て
、
３
歳

児
検
診
の
際
に
、
２
冊
め
の
絵
本
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク

事
業
を
昨
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。

心
と
体
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
子
ど

も
の
個
性
も
豊
か
に
な
っ
て
き
ま

す
。
絵
本
も
物
語
絵
本
か
ら
知
識
絵

本
と
好
み
に
よ
っ
て
選
べ
る
年
代
で

す
。
幼
児
期
に
家
族
と
の
思
い
出
の

絵
本
が
あ
る
子
ど
も
は
幸
せ
で
す
。

絵
本
と
の
出
会
い
の
た
め
に
、
ご
家

庭
で
の
読
み
聞
か
せ
の
習
慣
を
続
け

ま
し
ょ
う
。

〜
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
〜

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク

▲絵本の読み聞かせは愛の体験

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

 

「
い
っ
し
ょ
に

　
　
　
　

読
も
う
か
」  

　

「
あ
・
そ
・
ぼ
」
や
で
！

        

く
す
の
き
し
げ
の
り
／
作

              

こ
う
の
史
代
／
絵

            

く
も
ん
出
版
／
発
行

  

フ
ラ
ン
ス
の
日
本
人
学
校
か
ら
転

校
し
て
き
た
ユ
キ
。
不
安
を
抱
え
な

が
ら
学
校
に
行
き
ま
す
が
、
ど
ん
な

風
に
接
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、

ク
ラ
ス
の
中
で
孤
立
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
、
シ
ョ
ウ
く
ん
が

ユ
キ
を
助
け
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

学
校
が
終
わ
り
、
一
人
で
帰
ろ
う

と
す
る
ユ
キ
に
、
シ
ョ
ウ
が
教
え
て

く
れ
た
コ
ト
バ
と
は
…
…
？

　

転
校
生
の
ゆ
れ
る
心
を
通
し
て
、

人
が
人
に
優
し
く
で
き
る
こ
と
の
意

味
や
、
心
を
開
く
こ
と
の
大
切
さ
を

子
供
達
に
伝
え
る
絵
本
で
す
。

司法書士　富田事務所
◆ 相続・遺言に関する手続き
◆ 不動産の売買・贈与、建物の新築
◆ 住宅ローン完済の手続き
◆ 会社の設立・各種法人の変更登記
◆ 成年後見人の手続き・ご相談　など

※ご相談はご予約を

0265-98-8465

〒399-4301　上伊那郡宮田村 3280 番地
司法書士　富田　あさみ

（簡裁訴訟代理関係業務認定番号 401318 号）
（成年後見センター・リーガルサポート会員）

　放送大学は、テレビ・ラジオ・インターネット

などを利用して授業を行う通信制の大学です。働

きながら学んで大学を卒業したい、教養を深めた

いなど、だまざまな目的で幅広い世代、職業の人

が学んでいます。詳しくはお問い合わせください。

放送大学 平成 27年第 1学期学生募集

問放送大学長野学習センター
 ☎０２６６－５８－２３３２

宮田村消防団宮田村消防団
 年末夜警実施 年末夜警実施

問宮田村消防団本部 ☎ 85-3181

1212月月2525日日（木）から（木）から
 31 31日（水）まで日（水）まで
（町部は年始も（町部は年始も 11月月 3131 日まで実施）日まで実施）
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『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは 役場みらい創造課協働係☎ 85-3181
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　● 材料 ●　15 人分

・もち米 ５合（710 ｇ )

・黒砂糖 150 ｇ

・濃口醤油 50 ml

・ぬるま湯 150 ml

・くるみ・ごま 適量

もち米をあらかじめといで、一晩　水に漬けておく。

水を切ったもち米を、蒸し器で 18分蒸す。

黒砂糖、醤油、ぬるま湯をボウルに入れ、砂糖が溶けるまでよく混ぜたところに蒸した

もち米を入れ、調味料が全体にむらなくなじむまで混ぜる。

再び蒸し器に入れ、15分蒸す。

バットなど四角い容器にラップを敷き、蒸し上がったものを入れて、平らにならす。

黒ゴマ、包丁で刻んだクルミを振り掛ける。

その上にラップを掛け、別のバットなどで軽く押す。

冷めたら、包丁で切り分けて完成。

※２のときにアマランサスやヒエを大さじ 2杯洗って加えて蒸してもよい

１
２
３

４
５
６
７
８

野ひばりの会野ひばりの会

かわりおこわ
黒糖入り

　「野ひばりの会」・「学校給食を育てる会」では、地産地消活動として、村内イベントでの

地元産の農産物を使った商品の販売や地元産野菜の直売を行っています。四季折々の農産

物はどれも美味しく栄養価満点です。いっぱい食べて毎日元気に過ごしましょう。

　学校給食を育てる会では、地元農家か
ら仕入れた野菜を学校へ提供し、子供た
ちに地元野菜の美味しさを伝えていま
す。

　野ひばりの会では、毎年「おかあさ
んのイベント」と題し子供と一緒に参
加できる料理イベントを開催し、地域
食文化の伝承活動を行っています。

学校給食を育てる会では 地元農家か会野ひばりの会ではは 毎年「おかあさは

もち米をあらかじめと 晩 水に漬け１

食
育
推進推進
だよ
り

だよ
り

宮田
村食
育推
進会
議

宮田
村食
育推
進会
議


